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ジヤトコ株式会社　掛川製造課 塚本　亮輔

始めに私達、ジヤトコは自動車用トランスミッション専門メーカーです。世界の自動

車メーカーに製品を供給しています。私たちの製品であるトランスミッションは、エン

ジンからの動力を最適な形伝える事で、快適な走りを実現される車の性能を引き出

す要となります。

掛川工場ではスズキ様向けＣＶＴと日産・三菱様向けＣＶＴを生産していて、工場

では皆が笑顔の掛川工場を目指し日々の生産やＱＣ活動等を行っています。

過去にも同様の
不具合が発生していて、

撲滅まで至れていなかったが、
従来の方法を改善する事で、
再発防止ができた事例です。

１２０－３５２ ２０１８年１月

１回

１～１．５時間

ジヤトコ カブシキガイシャ カケガワセイゾウカ ツカモト リョウスケ

サークル員は14名で平均年齢は４０歳。

サークルレベルのレーダーチャートを確認すると目標3.5点に対し2.5点であった。

個人別評価表で知識の評価をした所、取得率は65％、

活動評価表は目標Ａランクに対しBランクとなっています。
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職場内で起こっている困りごとを確認した所、13件ありました。

SQDCで層別、SDCに関してはすぐに対策可能な物が多く、Qは難課題が多い事

が分かりその課題点をマトリックス図にし、順位付け。サイドカバーシム落下不良が

1位となった為、今回の活動のテーマとして取り上げる事に。

サイドカバーのシムは、CVT内にあるプーリーが回転した時に磨耗防止の為に組付

ける鉄部品。

サイドカバーにシムを組付けた後反転させ、CVTに組付。

反転させた時にシムが下側を向く為、

落下しない様にワセリンを付け落下防止対策をしています。

モノでは掛川で生産している2種類のCVTの中でCVT-Sでのみ発生しています。サイドカバーのシム落下ですが、

サイドカバーを組付ける時にシムがCVT内に落下してしまう事を言います。

そうすると落下したシムがCVTのベルト挟み込み走行不能にこうなるとCVTは廃却

になり、大きな仕損費が発生します。

次に現状把握。４Mで確認。

どの作業者が作業しても不良は発生していて、

作業者は皆ベテラン作業者で、

作業経験・作業レベルでの不良の発生の偏りもありません。

図面を確認してみると、仕様により図面指示が違う。

不良の発生しているCVT-SはうねりがあってもOKとの指示が有り。

図面規格が違う為、仕様によりうねりの有るモノと無いモノがあるという事がわかり

ました。
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次に方法です。設備にサイドカバーをセットしワセリンを塗布。

その上にシムを組付けてプーリーに位置合わせ用のガイドピンをセット、

サイドカバーを組付けて作業完了。

このガイドピンを位置決めしてから組付ける方法は、ジヤトコでは一般的な組付方

法となっています。

作業観察を行ない作業者が標準作業を守れているかの確認を実施・

作業者は標準作業、急所を守り作業できていました。

現状把握のまとめ。

モノで1)シム落下の不良はCVT-Sで発生している所と2)CVT-Sのシムにはうねり

がある事がわかりました。

これらを検証していき、真因を掴み対策に繋げていきます。

目標の設定と活動計画の立案。

サイドカバー組付け時のシム落下を、22年2月末までに0件にするという目標とし

計画を立て、遅れが無い様に活動していきます。

次に要因の解析。

モノのシムのうねり量による落下の調査。

設備のワセリン塗布量のバラつきによるシムの落下の関係性。

方法のサイドカバー組付け時のガイドピン使用による落下のリスク。

を調査していきます。

シムのうねりの有無での組付状態の確認をした所、うねりの無いシムはサイドカバー

と密着できるのに対し、うねりの有るシムはうねりの部分が浮いてしまい隙間ができ

る。

隙間があるとサイドカバーとシムが密着出来ずにワセリンで貼り付かない事がわかり

ました。
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うねりの小さい物から大きな物まで4種類用意、

ラインでの組付動作と同じ動作で各20回、計80回トライアルを実施。

うねりの大きい270μの物で3回目にシム落下が発生。

結果としては270μうねりのあるシムでは、

組付ける時にシムが落下してしまう事が判明。

次に設備です。

現在の塗布方法はサイドカバーとシムの間に6か所ワセリンを塗布し落下防止を実

施。ワセリンの塗布量は6か所共規格を満たしている事がわかりました。

次に方法です。

ピンを通す穴が小さい事から位置が決まらず、ピンを探しながらがら組付ける時が

あり、穴位置を探している時に、ガイドピンがシムを押してしまい、ワセリンで貼り付い

ている部分がはがれてしまい、落下してしまう事がわかりました。

検証のまとめ

シムのうねりが大きいとワセリンで貼り付けられない所と、

ガイドピンがシムのうねり部分を押してしまう事で、密着している部分がはがれてしま

いシム落下が発生してしまう。というモノ・方法それぞれに原因がある事が検証より

わかりました。

次に対策の検討

そもそもの落下の原因となっている、シムのうねりを無くせないかを困りごととしてサプ

ライヤーに相談。サプライヤーからは、製造の工法が変わる為、1個約8円のコスト

アップになるとの回答。8円のコストアップはしたくない為、社内で何とか対策ができ

ないか検討していく事にしました。

対策の検討と実施

系統マトリックス図を作成し、順位の高かったワセリン塗布順序の変更と、

ガイドピン長さ変更の検討を行なっていく事に。

13

17 18

1615

14



サ　－　ク　ル　名　：リンリンＺ　サークル

家族旅行に行った時、ひっくり返しても落ちないソフトクリーム屋を見つけました。

落ちない仕組みは、通常のソフトクリームよりも濃度を増す事で、

ソフトクリームとコーンの粘着力を上げているとの事。

ここでの落ちないポイントはソフトクリームとコーンの粘着力です。

シムを組み付けて上からワセリンを塗布する事で粘着力を向上できる為、シムを保

持できるはず。ワセリンの塗布条件を変更した後でトライアルを実施。

落下の発生は無く、再度プッシュプルゲージで粘着力を確認。対策前に比べ大幅に

高くする事ができました。

ただこの対策をした事で副作用の懸念点が挙がった為、

対策までのフローをPDPC法にまとめてみた所、他部署の協力が必要。

技術と改善班相談した所、すぐに対策に取り掛かってくれる事に。

治具に切り離しピンを設置する事と、同じ温度でワセリンを管理する事で、ワセリン

塗布の工順変更改善後の副作用も潰し込む事ができました。

新たに長短2種類の長さのガイドピンを製作し、4名でトライアルを実施。

結果としてはガイドピンを短くした事で、かえって作業性が悪いという作業者もいまし

た。この対策は失敗、別の対策が必要です。

皆でミーティングを行なった時に、ふと出た思い付きの発言で

”いっその事ガイドピンをやめてしまったら？”という案が。

すぐに改善班に相談。ガイドピンを廃止し、”レーザーで目印を付けてあげたら”

と案をもらった為、早速実施する事に。

ガイドピンの代わりにCVTの上からレーザーを当てる事で、ボルト穴の位置をわかる

様にしました。

ガイドピンの取り置きが無くなり、作業性の向上に繋がりガイドピンの使用を廃止し

た事で、シムに当たるものが無くなり、落下の発生が無くなりました。

作業確認を行ないましたが、問題無し。
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効果の確認

シム落下0件の達成とガイドピンを廃止した事で、有形効果は合計で約54万円の

効果。無形効果は品質リスクの低減と廃却品を減らす事でSDGｓにも貢献。

品質と作業性の向上に効く、大きな効果に繋げられました。

副作用の確認

SQDCで確認し各区分問題無し。

標準化と管理の定着

標準化は標準作業書の変更をし、リスクアセスメントの改定とFMEAへの落とし込

みを実施。

活動後のサークル評価

活動評価表は65点から69点へサークルレベルは2.6点から2.8点へ。

評価表は目標のAランクまでは届きませんでしたが、

向上出来き個人別評価表も向上。

そして皆で意見を出し合いながら活動した事で、サークルレベルも向上。

私は周囲を巻き込んだ改善ができ自身のレベルアップにも繋がりました。

活動の振り返り

今回の活動のPDCAサイクルを今後も回していき、

継続的な活動により掛川のQCレベルを向上させて行きます。

JATCOは進化を続けています。

これからのJATCOの新時代に向けパーパスが掲げるミッションをこなしています。

掛川のミッションは挑戦です。

これで発表を終わらせて頂きます。ご清聴ありがとうございました。
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